
横浜市子ども・子育て支援事業計画（仮称）の策定について

１ 子ども・子育て支援新制度の概要

平成２７年４月に施行が予定されている「子ども・子育て支援新制度」に向けて、本市として事業計画を策定する必要が
あるため、新制度や事業計画の概要、策定に向けたスケジュール、利用ニーズ把握のための調査結果（速報）等について、
報告します。

（１）根拠法
乳幼児期の保育・教育の総合的な提供、地域の子ども・子育て支援の充実を

目的とした３つの法律（子ども・子育て関連３法）が平成24年８月に成立しました。

≪子ども・子育て関連３法の概要≫
①子ども・子育て支援法
認定こども園、幼稚園、保育所を通じた共通の給付（「施設型給付」）及び小規模

保育等への給付（「地域型保育給付」）の創設、地域の子ども・子育て支援の充実
※幼稚園と保育所で別々になっている利用手続や公費負担の仕組みなどを一本化。

②認定こども園法の一部改正法
幼保連携型認定こども園について、幼稚園と保育所で別々になっている認可・指導

監督を一本化、学校及び児童福祉施設としての法的位置付け

③関係法律の整備法
上記２つの法律の施行に伴い、児童福祉法などの関係法律を改正

子ども・子育て関連３法に基づき、子ども・子育て支援新制度が平成27年
４月から施行される予定となっています。

（２） 現行制度からの主な変更点

①市町村が制度の実施主体
・現行では、制度によって都道府県と市町村とに分かれている実施主体について、
新制度では市町村に一本化されます。

・市町村は、子ども・子育て支援の実施主体として、市民の子ども・子育て支援に
関する利用状況と利用希望を把握したうえで事業計画を作成し、乳幼児期の保育・
教育、地域の子育て支援を計画的に提供する責務を負うことになります。

②消費税率引上げに伴う財源確保
社会保障・税一体改革において、「子ども・子育て」は社会保障分野の一つに位置

付けられ、消費税率引上げ（10％）に伴う増収分のうち、約7,000億円が新制度の
財源に充てられます（さらに、それ以外の財源も含め、合計１兆円超の財源確保をめ
ざすこととされています）。

③乳幼児期の保育・教育を「個人への給付」として保障
３歳以上のすべての子どもへの教育と、保育の必要性のある子どもへの保育につい

て、個人の権利として保障する観点から、認定こども園・幼稚園・保育所・小規模保
育等を通じた個人への給付制度が導入され、いずれの施設を利用した場合でも共通の
仕組みで公費対象となります。

④「地域子ども・子育て支援事業」の法定化
地域子育て支援拠点や放課後児童クラブなど様々な事業（13事業）が「地域子ど

も・子育て支援事業」として法定化され、各市町村が地域の実情に応じて実施するこ
とになります。

子ども・子育て支援給付 地域子ども・子育て支援事業

■施設型給付
・認定こども園
・幼稚園
・保育所

■地域型保育給付
・小規模保育（利用定員6人以上19人

以下）
・家庭的保育（利用定員5人以下）
・居宅訪問型保育
・事業所内保育（「地域枠」を設ける

ものに限る）

■児童手当

・利用者支援
・地域子育て支援拠点事業
・一時預かり
・乳児家庭全戸訪問事業
・養育支援訪問事業その他要支援児童、

要保護児童等の支援に資する事業
・ファミリー・サポート・センター事業
・子育て短期支援事業
・延長保育事業
・病児・病後児保育事業
・放課後児童クラブ
・妊婦健診
・実費徴収に係る補足給付を行う事業
・多様な主体が本制度に参入することを

促進するための事業

（３）給付・事業の全体像

（４）新制度における子どもや子育て家庭の状況に応じた子ども・子育て支援の提供
イメージ

市町村子ども・子育て支援事業計画

施設型給付
・

地域型保育給付

地域子ども・子育
て支援事業

様々な子ども・子育て家庭の状況

需要の調査・把握

計画的な実施・整備

特 別 な
支 援 が
必 要 な
子どもと
その家庭

平 成 ２ ５ 年 １ ２ 月 １ ０ 日
こども青少年・教育委員会資料
こ ど も 青 少 年 局

など

学齢期の
留守家庭
児 童 と
その家庭

在 宅 の
子どもと
その家庭

幼児教育
を受ける
子どもと
その家庭

保 育 が
必 要 な
子どもと
その家庭



子ども・子育て

会議

保育・教育
部会

放課後

部会

子育て

部会

横浜市子ども・子育て会議

■役割
・事業計画の策定、変更に関する審議
・子ども・子育て支援施策の総合的、計画的な
推進を目的とした実施状況等の調査審議

・保育・教育施設の利用定員設定
・地域型保育事業（小規模保育等）の利用定員
設定

諮問

意見

４ 計画策定に向けたスケジュール

■委員構成（20名）
・学識経験者
・横浜市医師会
・横浜市私立保育園園長会
・横浜市幼稚園協会
・横浜市小学校長会
・横浜市社会福祉協議会
・経済・労働団体
・地域の子育て支援者関係
・横浜市ＰＴＡ連絡協議会
・障害児関係団体
・市民委員
※部会は、上記委員のほか、臨時委員で構成

２ 横浜市子ども・子育て支援事業計画（仮称）の策定にかかる体制

庁内

こども青少年局
■役割
・計画の策定、推進
・策定にかかる課題等の検討
・各区、関係局への依頼・連絡調整、全体

とりまとめ
・子ども・子育て会議（部会含む）の運営、

調整
・ニーズ調査等の実施、計画への反映

など

区役所

■役割
・局と連携・協力し、行政区ごとに数値設
定等が必要な項目（保育・教育に関する施
設・事業及び、地域子ども・子育て支援事
業に関する量の見込み・確保内容・実施時
期等）を作成

連携・協力

第１章 横浜市子ども・子育て支援事業計画（仮称）につ
いて

（１）本市における事業計画の趣旨・位置づけ
（２）計画の期間
（３）計画の対象
（４）本市における他計画との関係

第２章 横浜市の子ども・青少年や子育て家庭を取り巻く
状況と課題

第３章 計画における横浜市の目指すべき姿と理念・基本
的な視点

第４章 施策体系と取組・事業
（１）施策分野・基本施策とその関係性
（２）各施策分野の現状と課題
（３）各施策分野における基本施策と取組・事業

第５章 各区における教育・保育、地域子ども・子育て支
援事業の実施計画（区ごとの５か年事業計画シー
ト（量の見込み・確保内容・実施時期））

第６章 計画の推進体制（ＰＤＣＡサイクルの確保）

第７章 参考資料等

３ 計画の構成（案）

※本市における事業計画は、子ども・子育て支援法により
記載する必要がある項目に加え、26年度末で計画期間が終
了する『かがやけ横浜こども青少年プラン』（横浜市次世
代育成支援行動計画）を引き継ぐ計画に位置付け、本市の
子ども・子育て支援施策を幅広く記載する予定です。

■25年度
～３月 本市子ども・子育て会議等における検討を踏まえ、計画素案骨子とりまとめ

■26年度
５月 平成26年第２回市会定例会（事業計画素案骨子について報告）

～８月頃 本市子ども・子育て会議等における検討を踏まえ、計画素案とりまとめ
９月 平成26年第３回市会定例会（事業計画素案及びパブリックコメントの実施について報告）
11月頃 事業計画素案に関するパブリックコメントの実施
２月 平成27年第１回市会定例会（事業計画について、議案上程）
３月末 事業計画の策定
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利用ニーズ把握のための調査結果（速報）について 

 

１ 調査の目的 

横浜市子ども・子育て支援事業計画（仮称）を策定するにあたり、子育てをされて

いるご家庭の現状とニーズを把握するため、国の基本指針等に基づき、アンケート調

査を実施しました。 

 

２ 調査の種類 

(1)未就学児童の保育等に関する現状及び保護者ニーズ調査 

(2)小学生の放課後等に関する現状及び保護者ニーズ調査 

 

３ 抽出世帯数 

  住民基本台帳から無作為抽出（世帯重複が出ないよう抽出） 

(1)未就学児童調査  65,590 世帯 

(2)小学生調査    66,190 世帯 

  合計       131,780 世帯 

 

４ 調査実施時期 

  ７月 26 日～30 日 対象者あて発送 

  ８月 23 日 調査回答期限 

 

５ 調査回収状況 

(1)未就学児童調査  回収数 31,374 世帯（回収率 47.8％） 

(2)小学生調査    回収数 28,718 世帯（回収率 43.4％） 

  合計        回収数 60,092 世帯（回収率 45.6％） 

 

 

 

 

 

 

 

 未就学児童：47.6％ 

 小学生  ：39.6％ 

※５年前実施時の回収率 

平 成 ２ ５ 年 １ ２ 月 １ ０ 日 

こど も 青少 年 ・教育委員会資 料 

こ ど も 青 少 年 局 
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【未就学児童調査 抜粋】 
 

１ 日中の定期的な教育・保育事業の利用の有無 

問 14 あて名のお子さんは現在、幼稚園や保育所などの「日中の定期的な教育・保育の事業」を 

利用されていますか。（１つに○） 

 

 

問 14-1 問 14 で「１. 利用している」に○をつけた方にお伺いします。 

次のどのような教育・保育の事業を利用していますか。 

年間を通じて「定期的に」利用している事業をお答えください。 

（あてはまるものすべてに○）。 

 

 

 

○「日中の定期的な教育・保育の事業」の利用は 62.8％。そのうち幼稚園が 45.0％、幼稚園の

預かり保育利用が 4.3％、認可保育所・公立保育所が 41.2％。 

 

 

 

 

 

 

利用している

19,705
62.8%

利用していない

11,421
36.4%

無回答

248
0.8%

N=31,374
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「日中の定期的な教育・保育の事業」の利用—5 年前との比較 

 

○５年前と比べると幼稚園の利用が 55.3％から 45.0％と 10.3 ポイント減少し、認可保育所・ 

 公立保育所の利用が 30.6％から 41.2％と 10.6 ポイント増加。 

 

 

２ 平日の日中に定期的に利用したい教育・保育事業 

問 15 現在、利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんの平日の日中の 

教育・保育の事業として、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。 

（あてまるものすべてに○） 

 

 

 

○定期的に利用したい事業は、「幼稚園」が 59.3％、「認可保育所・公立保育所」が 45.4％、「横

浜市認定の幼稚園の預かり保育」が 28.4％、「認定こども園」が 20％となっており、回答者の

95％が何らかの教育・保育事業を利用したいと考えている。 

 

 

45.0

4.3

41.2

2.0

0.4

1.2

5.7

2.7

0.2

0.5

2.2

0.3

55.3

30.6

1.0

0.1

1.0

5.8

4.2

1.2

2.4

0.8

0 10 20 30 40 50 60

幼稚園

横浜市認定の幼稚園の預かり保育

認可保育所・公立保育所

認定こども園

家庭的保育

事業所内保育施設

横浜保育室

その他認可外の保育施設

居宅訪問型保育

横浜子育てサポートシステム

その他

無回答

今回調査MA
(N=19,705)

５年前調査MA
(N=2,849)

%

※５年前調査は不定期利用の

場合も含む。 
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３  親子の居場所の認知と利用 

問 24 「地域子育て支援拠点」や「親と子のつどいの広場」等の「親子の居場所」を知っていますか。

また、あて名のお子さんは、現在、利用していますか。 利用している方は、おおよその利用回数

（頻度）を、利用していない方は、その理由と今後の利用希望をご記入ください。 

 

「親子の居場所」の認知 （「親子の居場所」を知っている人の）利用状況 

 

 

「地域子育て支援拠点」の周知と利用—5 年前との比較 

 
「親と子のつどいの広場」の周知と利用—5 年前との比較 

 
 

○「地域子育て支援拠点」は認知度も 80.2％ともっとも高く、28.4％の人が利用している。この

５年で整備がすすめられたこともあり、5 年前と比較して、「地域子育て支援拠点」や「親と子

のつどいの広場」は、どちらも認知度は 1.8 倍に上がり、利用も 3.0 倍上がっている。一方、

「保育所子育てひろば」は「親と子のつどいの広場」よりも認知度が高く、利用者数も多い。 

 

  

80.2

53.8

65.2

38.5

18.0

44.6

33.6

60.5

1.8

1.6

1.2

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域子育て支援拠点(N=31374)

親と子のつどいの広場(N=31374)

保育所子育てひろば(N=31374)

幼稚園はまっこ広場(N=31374)

知っている 知らない 無回答

80.2

18.0

1.8

44.7
54.5

0.7
0

10
20
30
40
50
60
70
80
90

知っている 知らない 無回答

今回調査
(N=31,374)

５年前調査
(N=4,866)

%

28.4

71.6

0.1
9.4

82.4

8.2

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

利用している 利用していない 無回答

今回調査
(N=31,374)

５年前調査
(N=4,866)

%

53.8
44.6

1.6

30.6

68.6

0.8
0

10

20

30

40

50

60

70

80

知っている 知らない 無回答

今回調査
(N=31,374)

５年前調査
(N=4,866)

%

15.5

84.4

0.1
4.5

85.1

10.5

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

利用している 利用していない 無回答

今回調査
(N=31,374)

５年前調査
(N=4,866)

%
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４ 子育て支援に関する事業の認知、利用経験、今後の利用意向 

問 26 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用したいと思う

ものをお答えください。Ａ～Ｃのそれぞれについて、「はい」「いいえ」のいずれかに○をつけ

てください。 

知っている事業 

 

（知っている人のうち）これまでに利用したことがある事業 

 

（知らない人のうち）今後利用したい事業 

 
○「母親教室」「保健師・助産師の家庭訪問」は「知っている」83.5％～86.6％、「知っている人」

のうち、「利用したことがある」72.4％～72.7％。「妊産婦健康相談・女性の健康相談」は「知

らない人」のうち、43.3％、「ハマハグ」は「知らない人」のうち、41.2％が今後利用したいと

回答。 

86.6

83.5

46.6

73.1

48.7

36.8

42.6

56.2

10.2

13.2

50.1

23.2

47.0

59.2

51.9

38.5

3.1

3.3

3.3

3.7

4.3

4.1

5.4

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①母親教室（両親教室）（N=31374）

②保健師・助産師の家庭訪問（N=31374）

③産前産後ケアヘルパー派遣（N=31374）

④こんにちは赤ちゃん訪問（N=31374）

⑤子ども・家庭支援相談（N=31374）

⑥妊産婦健康相談・女性の健康相談（N=31374）

⑦子育て支援者事業（N=31374）

⑧ハマハグ（子育て家庭応援事業）（N=31374）

はい いいえ 無回答

72.4

72.7

30.5

61.0

23.1

14.9

47.7

37.4

26.6

26.2

67.9

37.2

74.6

82.0

49.9

60.5

1.0

1.1

1.6

1.8

2.4

3.1

2.4

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①母親教室（両親教室）（N=27180）

②保健師・助産師の家庭訪問（N=26192）

③産前産後ケアヘルパー派遣（N=14624）

④こんにちは赤ちゃん訪問（N=22949）

⑤子ども・家庭支援相談（N=15287）

⑥妊産婦健康相談・女性の健康相談（N=11539）

⑦子育て支援者事業（N=13381）

⑧ハマハグ（子育て家庭応援事業）（N=17629）

はい いいえ 無回答

21.6

25.8

34.0

27.8

28.9

43.3

38.8

41.2

70.3

67.4

59.0

65.7

66.2

49.3

55.1

52.3

8.0

6.8

7.0

6.4

4.9

7.4

6.1

6.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①母親教室（両親教室）（N=3208）

②保健師・助産師の家庭訪問（N=4154）

③産前産後ケアヘルパー派遣（N=15730）

④こんにちは赤ちゃん訪問（N=7278）

⑤子ども・家庭支援相談（N=14742）

⑥妊産婦健康相談・女性の健康相談（N=18560）

⑦子育て支援者事業（N=16284）

⑧ハマハグ（子育て家庭応援事業）（N=12066）

はい いいえ 無回答
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５ 子育てについて、不安を感じたり自信が持てなくなること 

問 39 妊娠中から現在までで、子育てについて、不安を感じたり自信が持てなくなることがありますか。 

（それぞれ１つに○） 

【妊娠中】 【出産後、半年くらいの間】 【現在】 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

○子育てについて、不安を感じたり自信が持てなくなることが「よくあった（ある）」「時々あった

（ある）」を合わせると、「妊娠中」が 56.5％、「出産後、半年くらいの間」が 74.6％、「現在」

が 60.9％。 

 

 

６ 子どもを育てている現在の生活の満足 

問 43 子どもを育てている現在の生活に満足していますか。（１つに○） 

 

子どもを育てている現在の生活の満足度—5 年前との比較 

 
 

○子どもを育てている現在の生活に「満足している」と「どちらかといえば満足している」を合わ

せると 83.0％。5 年前と比べて、「満足している」人が 33.1％から 43.9％と増えている。 

  

満足している

13,761
43.9%

どちらかといえ

ば満足している

12,273
39.1%

どちらともいえ

ない

3,070
9.8%

どちらかといえ

ば満足していな

い
1,085
3.5%

満足していない

702
2.2%

無回答

483
1.5%

N=31,374

43.9

39.1

9.8

3.5

2.2

1.5

33.1

44.6

12.4

5.8

3.8

0.3

0 10 20 30 40 50

満足している

どちらかといえば満足している

どちらともいえない

どちらかといえば満足していない

満足していない

無回答

今回調査

(N=31,374)

５年前調査

(N=4,866)

%

よくあった

5,574
17.8%

時々あった

12,137
38.7%

ほとんどなかっ

た

8,792
28.0%

なかった

4,286
13.7%

無回答

585
1.9%

N=31,374

よくあった

11,370
36.2%

時々あった

12,058
38.4%

ほとんどなかっ

た

5,053
16.1%

なかった

2,323
7.4%

無回答

570
1.8%

N=31,374

よくある

4,027
12.8%

時々ある

15,089
48.1%

ほとんどない

8,495
27.1%

ない

3,189
10.2%

無回答

574
1.8%

N=31,374
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【小学生調査 抜粋】 
 

７ 放課後事業の利用 

問 11  次の放課後事業を利用していますか。（あてはまるものすべてに○）なお、複数の事業を利用し

ている方は、問 12以降の利用事業について、ご回答をお願いします。 

 

 

 

 

  

 

 

※ 放課後キッズクラブは以下「キッズ」、はまっ子ふれあいスクールは  

                             以下「はまっ子」、放課後児童クラブは以下「学童クラブ」とする。 

 

 

問 11-1  問 11で６．「いずれも利用していない」を選ばれた方に伺います。 

① これらの事業を利用しない理由は以下のうちどれですか（２つまで○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

○放課後事業の利用は 58.3％、利用していない人の利用していない理由は、「児童が帰宅する時間

に保護者が自宅にいる」が 50.6％でもっとも多く、次いで「子どもがいきたがらないから」35.3％、

「習い事や学習塾に通っている」33.2％。 

 

 

58.3％ 
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８ 放課後事業の利用意向 

②現在は利用していないが、利用したい事業があれば、主な事業１つに○をしてください。 

注）---調査票では SA だったが、複数回答が多かったため MA として扱っている--- 

 

○利用したい事業は、「はまっ子」が 11.1％、「キッズ」が 8.7%などとなっており、５つの放課後

事業の合計が 24.3%。 

 

 

９ 生活の満足度 

問 51 あなたは、子どもを育てている現在の生活に満足していますか。（１つに○） 

 

 

 

○子どもを育てている現在の生活の満足度は、満足している（満足している+どちらかといえば満

足している）が 67.6％、5 年前（69.3％）と比較しても大きい変化はみられない。 

 

満足している

7001
24.4%

どちらかといえ

ば満足している

12414
43.2%

どちらともいえ

ない

4909
17.1%

どちらかといえ

ば満足していな

い
2282
7.9%

満足していない

1683
5.9%

無回答

429
1.5%

N=28,718

24.4

43.2

17.1

7.9

5.9

1.5

27.5

41.8

15.2

9.6

5.4

0.5

0 10 20 30 40 50

満足している

どちらかといえば満足している

どちらともいえない

どちらかといえば満足していない

満足していない

無回答

今回調査

(N=28,718)

５年前調査

(N=4,047)

%現在の生活の満足度

—5 年前との比較 

 

24.3％ 
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【未就学児童調査 抜粋】 
 
10 小学校就学後の放課後の過ごし方（子どもが３歳以上である方） 

問 27  あて名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終

了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。また、「小学校施設を使った放課

後事業」の場合には 17時以降の利用希望について○をつけ、「放課後児童クラブ」の場合には

利用を希望する時間も数字でご記入ください。 

 

 

小学校施設を使った放課後事業 放課後児童クラブ（学童クラブ） 

17 時以降の利用希望 利用希望（～時まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「小学校就学後に放課後の時間を過ごさせたい場所」は、「習い事」が 58.3％でもっとも多く、

次いで、「小学校施設を使った放課後事業」「自宅」の順。 

○「小学校施設を使った放課後事業」の 17 時以降の利用を「希望する」は、45.4％。 

○「放課後児童クラブ（学童クラブ）」の利用については、18 時まで 34.1％と 19 時まで 31.5％

が多く、次いで 17 時までが 18.0％。 

 

希望する

3,784
45.4%希望しない

3,833
46.0%

無回答

722
8.7%

N=8,339





 
 

１ 封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についてお伺いします。       
 

問１ お住まいの区はどこですか。（1 つに○） 

１．青葉区   ２．旭区   ３．泉区   ４．磯子区     ５．神奈川区   ６．金沢区 

７．港南区   ８．港北区  ９．栄区   10．瀬谷区     11．都筑区    12．鶴見区 

13．戸塚区    14．中区    15．西区    16．保土ケ谷区   17．緑区        18．南区 

 

問２ あて名のお子さんの生年月をお伺いします。 

 平成□□年 □□月生まれ 

 

問３ あて名のお子さんを含めたお子さんの人数をお伺いします。また、一番下の子の年齢（平成２５年４月

１日現在）をお伺いします。 

 お子さんの人数 □人   一番下の子の年齢 □歳 

 

問４ アンケートにお答えいただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係です。 

１．父親           ２．母親           ３．その他（         ） 

 

問５ アンケートにお答えいただく方の配偶関係をお伺いします。 

１．配偶者がいる            ２．配偶者はいない 

 

問６ 父親、母親の年齢（平成２５年４月１日現在の年齢）をお伺いします。※ひとり親家庭の場合は養育し

ている親の年齢のみ記入してください。 

父親 □□歳   母親 □□歳 

 

問７ 世帯の年収をお伺いします。（１つに○） 

１．～200 万円    ２．200～300 万円   ３．300～400 万円  4．400～500 万円 

５．500～700 万円   ６．700～1,000 万円  ７．1,000 万円以上 

 

 

問８ 平日、子どもが起きている間に、子どもと一緒に過ごす時間は何時間くらいですか。 

 【父親】およそ□時間   【母親】およそ□時間 

 

問９ はじめてのお子さんが生まれる前に、赤ちゃんのお世話をしたことがありますか。（１つに○） 

１．ある                       ２．ない 
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２ あて名のお子さんの保護者の就労状況についてお伺いします。         

 

問 10 父親の就労状況（自営業及びその家族従事者含む）をお伺いします。（１つに○） 

【母子家庭の場合は記入は不要です】  

１．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

2．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

4．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

5．以前は就労していたが、現在は就労していない 

6．これまで就労したことがない 

 

問10-1  問10で「１～４」に○をつけた方にお伺いします。「１週当たりの就労日数」、「１日当たりの就

労時間（残業時間を含む）」をお答えください。 

※就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えださい。 

※育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

  １週当たりの就労日数 □日   １日当たりの就労時間 □□時間 

 

問10-2  問10で「１～４」に○をつけた方にお伺いします。「家を出る時間」と「帰宅時間」をお答えくだ

さい。 

※時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。 

※育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

 【必ず２４時間制（例：１８時）でご記入ください。】 

  家を出る時間 □□時     帰宅時間 □□時 

 

問 11 母親の就労状況（自営業及びその家族従事者含む）をお伺いします。（１つに○） 

【父子家庭の場合は記入は不要です】  

１．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

2．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

4．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

5．以前は就労していたが、現在は就労していない 

6．これまで就労したことがない 

 

問11-1  問11で「１～４」に○をつけた方にお伺いします。「１週当たりの就労日数」、「１日当たりの就

労時間（残業時間を含む）」をお答えください。 

※就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えださい。 

※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

  １週当たりの就労日数 □日   １日当たりの就労時間 □□時間 

 

 

2



 
 

問11-2  問11で「１～４」に○をつけた方にお伺いします。「家を出る時間」と「帰宅時間」をお答えくだ

さい。 

※時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。 

※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

 【必ず 24 時間制（例：18 時）でご記入ください。】 

  家を出る時間 □□時     帰宅時間 □□時 

 

問 12 問 10 または問 11 で「３」または「４」（パート・アルバイト等で就労している）に○をつけた方にお

伺いします。フルタイムへの転換希望はありますか。 

（１）父親（１つに○）        

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

2．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

（２）母親（１つに○）        

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

2．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

問 13 問 10 または問 11 で「５」（以前は就労していたが、現在は就労していない）または「６」（これまで就

労したことがない）に○をつけた方にお伺いします。就労したいという希望はありますか。 

（１）父親（１つに○）       

１．子育てや家事に専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが□□歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

    →希望する就労形態    ア．フルタイム（１週５日程度、１日８時間程度の就労） 

                  

イ．パートタイム、アルバイト等（ア以外） 

                  →１週当たり □日 １日当たり □□時間 

 

（２）母親（１つに○）       

１．子育てや家事に専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが□□歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

    →希望する就労形態    ア．フルタイム（１週５日程度、１日８時間程度の就労） 

                  

イ．パートタイム、アルバイト等（ア以外） 

                  →１週当たり □日 １日当たり □□時間 
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３ あて名のお子さんの日中の定期的な教育・保育事業の利用状況について  

 お伺いします。                            
 

※「日中の定期的な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している事業を指します。 

 

問 14 あて名のお子さんは現在、幼稚園や保育所などの「日中の定期的な教育・保育の事業」を利用されてい

ますか。（１つに○） 

  １．利用している               ２．利用していない   

 
問14-1 問14で「１」に○をつけた方にお伺いします。次のどのような教育・保育の事業を利用しています

か。年間を通じて「定期的に」利用している事業をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

 １．幼稚園 ２．横浜市認定の幼稚園の預かり保育 

   （通常の就園時間の利用）           （就労等の理由により、教育時間を含めて
11 時間、在園児を定期的に預かる事業）

 ３．認可保育所・公立保育所 ４．認定こども園 

   （国が定める基準に適合した児童福祉施設）    （幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設）

 ５．家庭的保育 ６．事業所内保育施設 

（家庭保育福祉員・ＮＰＯ法人等を活用し    （企業が主に従業員用に運営する施設）   
    た「横浜市家庭的保育事業」） 

 ７．横浜保育室 ８．その他認可外の保育施設 

（一定の基準（面積、職員配置等）を満たし、 

横浜市が独自に認定した認可外保育施設） 

 ９．居宅訪問型保育              10．横浜子育てサポートシステム 

（ベビーシッター：保育者が子どもの家庭で   （地域住民が子どもを預かる事業） 

保育する事業）  

11．その他（               ） 

 
問14-2 問14で「１」に○をつけた方にお伺いします。平日の日中に定期的に利用している教育・保育の事

業について、１週当たり何日、１日当たり何時間（何時から何時まで）利用していますか。また、希

望としてはどのくらい利用したいですか。 

（１）現在 

 １週当たり□日  １日当たり□□時間 （ □□時～ □□時） 

【必ず 24 時間制（例：18 でご記入ください。】 

（２）希望 

 １週当たり□日  １日当たり□□時間 （ □□時～ □□時） 

【必ず 24 時間制（例：18 でご記入ください。】 

 
問14-3 問14で「１」に○をつけた方にお伺いします。現在、利用されている教育・保育事業の実施場所を

お答えください。（１つに○） 

１．お住まいの区     ２．横浜市の他の区   ３．鎌倉市   ４．川崎市 

５．横須賀市      ６．藤沢市       ７．町田市   ８．綾瀬市 

９．東京都２３区    10．その他の市町村（      ） 
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問14-4 問14で「１」に○をつけた方にお伺いします。利用されている理由をお答えください。（１つに○） 

１．子どもの教育や発達のため 

２．子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している 

３．子育て（教育を含む）をしている方が就労予定がある／求職中である 

４．子育て（教育を含む）をしている方が家族・親族などを介護している 

５．子育て（教育を含む）をしている方が病気や障害がある 

６．子育て（教育を含む）をしている方が学生である 

７．その他（                                   ） 

 

問14-5 問14で「１」に○をつけた方にお伺いします。現在利用されている教育・保育のサービスに満足し

ていますか？（１つに○） 

  １．満足     ２．やや満足   ３．普通   ４．やや不満足    ５．不満足   

 

問14-6  問14-5で「４」または「５」に○をつけた方にお伺いします。不満足の理由をご記入ください。 

   

 

 

 

 
問14-7 問14で「２」（利用していない）に○をつけた方にお伺いします。利用していない理由をお答えく

ださい。（１つに○） 

１．（子どもの教育や発達のため、子どもの父親か母親が就労していないなどの理由で）利用する必

要がない 

２．子どもの祖父母や親戚の人がみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

4．利用したいが、保育・教育の事業に空きがない 

5．利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

6．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

7．利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない 

8．子どもがまだ小さいため（   歳くらいになったら利用しようと考えている） 

9．その他（                              ） 
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問 15 すべての方にお伺いします。現在、利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんの

平日の日中の教育・保育の事業として、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。（あてま

るものすべてに○） 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生しますので、必ず、別紙の「事業の内容と利用料」

をご確認ください。 

 １．幼稚園 ２．横浜市認定の幼稚園の預かり保育 

   （通常の就園時間の利用）           （就労等の理由により、教育時間を含めて
11 時間、在園児を定期的に預かる事業）

 ３．認可保育所・公立保育所 ４．認定こども園 

   （国が定める基準に適合した児童福祉施設）    （幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設）

 ５．家庭的保育 ６．事業所内保育施設 

（家庭保育福祉員・ＮＰＯ法人等を活用し    （企業が主に従業員用に運営する施設）   
    た「横浜市家庭的保育事業」） 

 ７．横浜保育室 ８．その他認可外の保育施設 

（一定の基準（面積、職員配置等）を満たし、 

横浜市が独自に認定した認可外保育施設） 

 ９．居宅訪問型保育              10．横浜子育てサポートシステム 

（ベビーシッター：保育者が子どもの家庭で   （地域住民が子どもを預かる事業） 

保育する事業）  

11．その他（               ） 

 

問 16 平日の日中の教育・保育の事業を選択するにあたり、重視することは何ですか。（３つまでに○） 

１．教育・保育の理念や内容   ２．自宅からの距離   ３．利用料金 

４．給食があること       ５．延長保育があること ６．夏休み等の長期休業がないこと 

７．その他（                          ） 
 

 

４ あて名のお子さんの土曜・休日・夜間や長期休暇中の「定期的な」教育・ 

 保育事業の利用希望についてお伺いします。                 
 

問 17 あて名のお子さんについて、土曜日、日曜日・祝日、夜間に、定期的な教育・保育の事業の利用希望は

ありますか（一時的な利用は除きます）。希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生しますので、必ず、別紙の「事業の内容と利用料」

をご確認ください。 

※教育・保育事業とは、保育所、幼稚園、認可外保育施設などの事業を指しますが、親族・知人による

預かりは含みません。 

（１）土曜日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい       利用したい時間帯（24 時間制で記入してください。例：18 時）

３．月に１～２回は利用したい       □□時から □□時まで 
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（２）日曜・祝日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい       利用したい時間帯（24 時間制で記入してください。例：18 時）

３．月に１～２回は利用したい       □□時から □□時まで 

 

（３）夜間（21時～翌朝７時） 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎日利用したい      利用したい時間帯（24 時間制で記入してください。例：18 時）

３．週に１～２回は利用したい         □□時から □□時まで 

４．月に１～２回は利用したい  

 

問 17-1 問 17 の（１）もしくは（２）で、「３」（月に１～２回は利用したい）と答えた方にお伺いします。

毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．月に数回仕事が入るため        ２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

3．親等親族の介護や手伝いが必要なため   4．息抜きのため 

5．その他（              ）  

 

問 18 「幼稚園」を利用されている方にお伺いします。あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期

休業期間中の預かり保育を希望しますか。希望がある場合は、利用したい時間帯をご記入ください。 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生しますので、必ず、別紙の「事業の内容と利用料」

をご確認ください。 

１．利用する必要はない 

２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい     利用したい時間帯 

（２４時間制で記入してください。例：18 時） 

３．休みの期間中、週に数日利用したい      □□時から □□時まで 

 

問18-1 問18で、「３」（週に数日利用したい）と答えた方にお伺いします。毎日ではなく、たまに利用した

い理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．週に数回仕事が入るため        ２．買い物等の用事をまとめて済ませるため 

3．親等親族の介護や手伝いが必要なため   4．息抜きのため 

5．その他（              ）  

 

 

５ あて名のお子さんの病気の際の対応についてお伺いします。（平日日中の  

 教育・保育を利用している方のみお答えください。）               

 
問 19 平日日中の定期的な教育・保育の事業を利用していると答えた方（問 14 で１に○をつけた方）にお伺

いします。利用していない方は、問 20 にお進みください。 

この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで通常の事業が利用できなかったことはありますか。 

  １．あった            ２．なかった   
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問 19-1 問 19 で「１」とお答えした方にお伺いします。この１年間に行った対処方法をお答えください。 

（あてはまるものすべてに○）※半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。 

  １年間の対処方法 日数 

１．あった ア. 父親が休んだ □□日 

 
イ. 母親が休んだ □□日 

 
ウ. 就労していない保護者がみた □□日 

 
エ. （同居者を含む）親族・知人に預けた □□日 

 
オ. 

病児・病後児の保育施設を利用した 

（保育所（園）で実施しているサービスを含む） □□日 

 
カ. 訪問型の病児・病後児保育を利用した □□日 

 
キ. ベビーシッターを利用した □□日 

 
ク. 仕方なく子どもだけで留守番させた □□日 

 
ケ. その他（               ） □□日 

２．なかった                       
 
 

問 19-2 問 19-1 で、「ア」「イ」「エ」「キ」「ク」「ケ」のいずれかに○をつけた方にお伺いします。その際、

「できれば病児・病後児のための保育施設等に預けたい」と思われましたか。（１つに○） 

※なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医

の受診が必要となります。 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒ □□日 

２．利用したいとは思わない                  
 
 

問 19-3 問 19-2 で、「１」（できれば病児・病後児保育施設等を利用したい）に○をつけた方にお伺いしま

す。病気やケガで子どもを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。（あては

まるものすべてに○） 

※なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医

の受診が必要となります。 

１．大規模施設（例：幼稚園・保育所等）に併設した施設で子どもを保育する事業 

2．小児科に併設した施設で子どもを保育する事業 

3．小規模施設で子どもを保育する事業 

4．地域住民が子育て家庭の近くの場所で保育する事業 

5．その他（                            ） 
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問 19-4 問 19-2 で「２」（利用したいと思わない）に○をつけた方にお伺いします。その理由はなんですか？

（あてはまるものすべてに○） 

１．病児・病後児を他人に看てもらうのは不安 ２．事業の質に不安がある 

３．事業の利便性（立地や利用可能時間・ ４．利用料がかかる・高い 

日数など）がよくない 

５．利用料がわからない ６．親が仕事を休んで対応する 

７．その他（               ） 8．特に理由はない 

 
問 19-5 問 19-1 で「エ」から「ケ」のいずれかに○をつけた方にお伺いします。その際、「できれば父母の

いずれかが仕事を休んで看たい」と思われましたか。（１つに○） 

１．できれば仕事を休んで看たい ⇒ □□ 日  

２．休んで看ることは考えられない          
 

問 19-6 問 19-5 で「２」（休んで看ることは考えられない）に○をつけた方にお伺いします。その理由は何

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．子どもの看護を理由に休みがとれない ２．自営業なので休めない 

３．休暇日数が足りないので休めない ４．その他（               ）

 
 
６ あて名のお子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等  

 の利用についてお伺いします。                     
 

問 20 あて名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、不定期の就労または就労以外（冠

婚葬祭、リフレッシュ、親の通院等）の目的で不定期に利用している事業をお答えください。（あてはまる

ものすべてに○）また、１年間の利用日数（おおよそ）をご記入ください。 

利用している事業・日数（年間） 

【理由】不定期の就労のため  

1．認可保育所・公立保育所の一時保育 

（保育所で一時的に子どもを保育する事業） □□□ 日 

２．乳幼児一時預かり 

  （認可外保育施設で一時的に子どもを預かる事業） □□□ 日 

３．横浜保育室の一時保育 

  （横浜保育室で一時的に子どもを保育する事業） □□□ 日 

４．横浜子育てサポートシステム 

   （地域住民が子どもを預かる事業） □□□ 日 

５．幼稚園の預かり保育 

   （通常の就園時間を延長して預かる事業のうち 
一時的に利用する場合のみ） 

□□□ 日 

６．居宅訪問型保育 

（ベビーシッターのように保育者が子どもの家庭で保育） □□□ 日 

７．夜間養護等事業：トワイライトステイ 

   （児童養護施設等で休日・夜間、子どもを保護する事業） □□□ 日 

８．その他（                   ） 

□□□ 日 

９．利用していない  
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【理由】就労以外（冠婚葬祭、リフレッシュ、親の通院、子ども

に集団生活を体験させたい等）のため 

 

10．認可保育所・公立保育所の一時保育 

（保育所で一時的に子どもを保育する事業）    □□□ 日 

11．乳幼児一時預かり 

  （認可外保育施設で一時的に子どもを預かる事業） 
□□□ 日 

12．横浜保育室の一時保育 

  （横浜保育室で一時的に子どもを保育する事業） □□□ 日 

13．横浜子育てサポートシステム 

   （地域住民が子どもを預かる事業） □□□ 日 

14．幼稚園の預かり保育 

   （通常の就園時間を延長して預かる事業のうち 
一時的に利用する場合のみ） 

□□□ 日 

15．居宅訪問型保育 

（ベビーシッターのように保育者が子どもの家庭で保育） □□□ 日 

16．夜間養護等事業：トワイライトステイ 

   （児童養護施設等で休日・夜間、子どもを保護する事業） □□□ 日 

17．その他（                   ） 

□□□ 日 

18．利用していない  

 

問20-1 問20で、「９」または「18」（利用していない）に○をつけた方にお伺いします。その理由は何ですか。

（あてはまるものすべてに○） 

１．利用したい事業が地域にない ２．事業の質に不安がある 

３．事業の利便性（立地や利用可能時間・ ４．利用料がかかる・高い 

日数など）がよくない 

５．利用料がわからない ６．自分が事業の対象者になるのかどうか 

わからない 

７．事業の利用方法（手続き等）がわからない ８．その他（               ）

９．特に利用したいとは思わない 

 
問 21 あて名のお子さんに関して、不定期の就労または就労以外（冠婚葬祭、リフレッシュ、親の通院等）の

目的で、年間何日くらい事業を利用する必要がありますか。日数をお答えください。（あてはまるものすべ

てに○） 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生しますので、必ず、別紙の「事業の内容と利用

料」をご確認ください。 

１．利用したい 
計□□□日 

 
ア. 不定期の就労のため □□□日 

 
イ. 私用（買物、習い事、リフレッシュ等）のため

□□□日 

 
ウ. 冠婚葬祭、子どもの親の通院のため 

□□□日 
次ページ続きあり 
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エ. その他（               ） □□□日 

２．利用する必要はない    

 

問22 問21で「１」（利用したい）に○をつけた方にお伺いします。問21の目的でお子さんを預ける場合、下記

のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．大規模施設で子どもを預かる事業（例：幼稚園・保育所等） 

２．小規模施設で子どもを預かる事業（例：乳幼児一時預かり事業等） 

3．地域住民が子育て家庭の近くの場所で預かる事業（例：横浜子育てサポートシステム等） 

４．その他（                            ） 

 

問23 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお子さんを泊り

がけで家族以外に預けなければならないことはありましたか（預け先が見つからなかった場合も含みま

す）。あった場合は、この１年間の対処方法をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

 １年間の対処方法 日数 

１．あった ア （同居者を含む）親族・知人に預けた □□泊 

 イ 

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した 

（児童養護施設等で一定期間、子どもを預かってもらう

事業） 
□□泊 

 

ウ 
イ以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）

を利用した □□泊 

 
エ 仕方なく子どもを同行させた □□泊 

 
オ 仕方なく子どもだけで留守番をさせた  □□泊 

 
カ その他（               ） □□泊 

２．なかった  

                    

問23-1 問23で「１のア」（親族・知人に預けた）とお答えした方にお伺いします。その場合の困難度はどの

程度でしたか。（１つに○） 

１．非常に困難     2．どちらかというと困難     3．特に困難ではない 
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７ 地域における子育て支援等についてお伺いします。             

 

問 24 「地域子育て支援拠点」や「親と子のつどいの広場」等の「親子の居場所」を知っていますか。また、

あて名のお子さんは、現在、利用していますか。 利用している方は、おおよその利用回数（頻度）を、利

用していない方は、その理由と今後の利用希望をご記入ください。 

※事業の内容は、別紙の「事業の内容と利用料」をご確認ください。 

「地域子育て支援拠点」 

【知っていますか】 １． 知っている   ２． 知らない （いずれかに○） 

【現在利用していますか】 １． 利用している  ２． 利用していない （いずれかに○） 

【利用している方】 

１週当たり□回 もしくは １ヶ月当たり□回 程度 

【利用していない方】 現在利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．保育所や幼稚園などを、定期的に利用している(定期的とは月単位の

利用を指します) 

２．家から遠い 

３．施設の内容や利用方法がわからない 

４．自分が施設の利用対象になるのかがわからない 

５．子どもの年齢が大きく、室内では遊びづらい 

６. 施設が混んでいる 

７. 施設の雰囲気が合わない 

８．特に利用する必要性を感じない 

９．その他（                       ） 

 今後、新たに利用したいと思いますか。（いずれかに○） 

１．利用したい 

２．利用したいと思わない 

 

「親と子のつどいの広場」 

【知っていますか】 １． 知っている   ２． 知らない （いずれかに○） 

【現在利用していますか】 １． 利用している  ２． 利用していない （いずれかに○） 

【利用している方】 

１週当たり□回 もしくは １ヶ月当たり□回 程度 

【利用していない方】 現在利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．保育所や幼稚園などを、定期的に利用している(定期的とは月単位の

利用を指します) 

２．家から遠い 

３．施設の内容や利用方法がわからない 

４．自分が施設の利用対象になるのかがわからない 

５．子どもの年齢が大きく、室内では遊びづらい 

６. 施設が混んでいる 

７. 施設の雰囲気が合わない 

８．利用料がかかる 

９．特に利用する必要性を感じない       

１０．その他（                               ）  

次ページ続きあり 
12



 
 

 今後、新たに利用したいと思いますか。（いずれかに○） 

１．利用したい 

２．利用したいと思わない 

 

「保育所子育てひろば」（保育所の園庭開放や育児講座、交流保育） 

【知っていますか】 １． 知っている   ２． 知らない （いずれかに○） 

【現在利用していますか】 １． 利用している  ２． 利用していない （いずれかに○） 

【利用している方】 

１週当たり□回 もしくは １ヶ月当たり□回 程度 

【利用していない方】 現在利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．保育所や幼稚園などを、定期的に利用している(定期的とは月単位の

利用を指します) 

２．家から遠い 

３．施設の内容や利用方法がわからない 

４．自分が施設の利用対象になるのかがわからない 

５．子どもの年齢が大きく、室内では遊びづらい 

６. 施設が混んでいる 

７. 施設の雰囲気が合わない 

８．特に利用する必要性を感じない 

９．その他（                       ） 

 今後、新たに利用したいと思いますか。（いずれかに○） 

１．利用したい 

２．利用したいと思わない 

 

「幼稚園はまっこ広場」（幼稚園の園庭開放や施設開放、育児講座） 

【知っていますか】 １． 知っている   ２． 知らない （いずれかに○） 

【現在利用していますか】 １． 利用している  ２． 利用していない （いずれかに○） 

【利用している方】 

１週当たり□回 もしくは １ヶ月当たり□回 程度 

【利用していない方】 現在利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．保育所や幼稚園などを、定期的に利用している(定期的とは月単位の

利用を指します) 

２．家から遠い 

３．施設の内容や利用方法がわからない 

４．自分が施設の利用対象になるのかがわからない 

５．子どもの年齢が大きく、室内では遊びづらい 

６. 施設が混んでいる 

７. 施設の雰囲気が合わない 

８．特に利用する必要性を感じない 

９．その他（                       ） 

 今後、新たに利用したいと思いますか。（いずれかに○） 

１．利用したい 

２．利用したいと思わない 
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問 25 保育所・幼稚園・親子の居場所などの地域での子育て支援に関する情報を、どこから入手していますか。

（あてはまるものすべてに○） 

１．市や区の窓口・電話（各区こども家庭〔障害〕支援課、保育コンシェルジュなど） 

２．市・区の広報紙「広報よこはま」 

３．市や区が発行するパンフレットやチラシ等（子育てガイドブック「どれどれ」、暮らしのガイド、 

「でかけてみよう！親子の居場所」、各区の子育てマップなど） 

４．市や区のホームページ（こども青少年局ホームページ「ヨコハマはぴねすぽっと」など） 

５．地域子育て支援の場や施設 

６．地域の団体等が発行する子育て情報誌、パンフレット、チラシ等 

７．民間企業等が発行する子育て雑誌、パンフレット、チラシ等 

８．知人・友人 

９．インターネット（市や区のホームページ以外） 

１０．その他（                                  ） 

 

問 26 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用したいと思うものを

お答えください。Ａ～Ｃのそれぞれについて、「はい」「いいえ」のいずれかに○をつけてください。 

※事業の内容は、別紙の「事業の内容と利用料」をご確認ください。 

 A B C 

 
知っている 

これまでに利用  

したことがある 今後利用したい 

①母親教室（両親教室） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

②保健師・助産師の家庭訪問 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

③産前産後ケアヘルパー派遣 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

④こんにちは赤ちゃん訪問 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑤子ども・家庭支援相談 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑥妊産婦健康相談 
女性の健康相談 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑦子育て支援者事業 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑧ハマハグ（子育て家庭応援事業） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

 
 
８ あて名のお子さんが３歳以上である方に、小学校就学後の放課後の過ごし 

 方についてお伺いします。                          

 

問 27 あて名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）の

時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望す

る数字でご記入ください。また、「小学校施設を使った放課後事業」の場合には 17 時以降の利用希望につ

いて○をつけ、「放課後児童クラブ」の場合には利用を希望する時間も数字でご記入ください。時間は、 

（例）「18 時」のように 24 時間制でご記入ください。  

1．自宅 

週[    ]日ぐらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 

週[    ]日ぐらい 

３．習い事 

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週[    ]日ぐらい 

次ページ続きあり 
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４．小学校施設を使った放課後事業 
 

【特色】異年齢児間の遊びや地域との交流の場を提供します。 
17 時以降は就労等で保護者が家庭にいない児童を預かります。

【開設時間】授業終了後から 19 時まで  
【参加料】17 時まで無料 

17 時以降も利用する方は有料となり、保護者の 
お迎えが必要になります。 

   

週[    ]日ぐらい 

17 時以降の利用を希望しま

すか。 

１．希望する        

２．希望しない 

５．放課後児童クラブ（学童クラブ）  
【特色】就労等で保護者が昼間家庭にいない児童が、自宅で 

過ごすように生活し、健やかに育つ支援をします。 
【実施場所】学校外の民間施設 

※ 利用料や開設時間はクラブによって異なります。 
 

週[    ]日ぐらい 

□□時まで 

６．その他（図書館、地区センター、公園、プレイパーク※等） 

※ プレイパークとは大人が見守る中、こどもが思い思いに遊ぶこと

ができる屋外の遊び場です。 

週[    ]日ぐらい 

７．現時点ではわからない  

   

問 28  あて名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の小学校終了後）

の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望

する数字でご記入ください。また、「小学校施設を使った放課後事業」の場合には 17 時以降の利用希望に

ついて○をつけ、「放課後児童クラブ」の場合には利用を希望する時間も数字でご記入ください。時間は、

（例）「18 時」のように 24 時間制でご記入ください。  

1．自宅 

週[    ]日ぐらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 

週[    ]日ぐらい 

３．習い事 

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週[    ]日ぐらい 

４．小学校施設を使った放課後事業 
 

【特色】異年齢児間の遊びや地域との交流の場を提供します。 
17 時以降は就労等で保護者が家庭にいない児童を預かります。

【開設時間】授業終了後から 19 時まで  
【参加料】17 時まで無料 

17 時以降も利用する方は有料となり、保護者の 
お迎えが必要になります。 

   

週[    ]日ぐらい 

17 時以降の利用を希望しま

すか。 

１．希望する        

２．希望しない 

５．放課後児童クラブ（学童クラブ）  
【特色】就労等で保護者が昼間家庭にいない児童が、自宅で 

過ごすように生活し、健やかに育つ支援をします。 
【実施場所】学校外の民間施設 

※ 利用料や開設時間はクラブによって異なります。 
 

週[    ]日ぐらい 

□□時まで 

６．その他（図書館、地区センター、公園、プレイパーク※等） 

※ プレイパークとは大人が見守る中、こどもが思い思いに遊ぶこと

ができる屋外の遊び場です。 

週[    ]日ぐらい 

７．現時点ではわからない  

 

 

15



 
 

問 29  あて名のお子さんについて、お子さんの小学校の夏休み・冬休み期間中はどのような場所で過ごさせた

いと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する数字でご記入ください。また、「小

学校施設を使った放課後事業」の場合には 17 時以降の利用希望について○をつけ、「放課後児童クラブ」

の場合には利用を希望する時間も数字でご記入ください。時間は、（例）「18 時」のように 24 時間制でご

記入ください。  

1．自宅 

週[    ]日ぐらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 

週[    ]日ぐらい 

３．習い事 

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週[    ]日ぐらい 

４．小学校施設を使った放課後事業 
 

【特色】異年齢児間の遊びや地域との交流の場を提供します。 
17 時以降は就労等で保護者が家庭にいない児童を預かります。

【開設時間】授業終了後から 19 時まで  
【参加料】17 時まで無料 

17 時以降も利用する方は有料となり、保護者の 
お迎えが必要になります。 

   

週[    ]日ぐらい 

17 時以降の利用を希望しま

すか。 

１．希望する        

２．希望しない 

５．放課後児童クラブ（学童クラブ）  
【特色】就労等で保護者が昼間家庭にいない児童が、自宅で 

過ごすように生活し、健やかに育つ支援をします。 
【実施場所】学校外の民間施設 

※ 利用料や開設時間はクラブによって異なります。 
 

週[    ]日ぐらい 

□□時まで 

６．その他（図書館、地区センター、公園、プレイパーク※等） 

※ プレイパークとは大人が見守る中、こどもが思い思いに遊ぶこと

ができる屋外の遊び場です。 

週[    ]日ぐらい 

７．現時点ではわからない  

 

 
９ すべての方に、育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度につい 

 てお伺いします。                           

 

問 30 あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。父親、母

親それぞれについて、お答えください。（あてはまるものすべてに○） 

父親（いずれかに○） 母親（いずれかに○） 

１．働いていなかった 

２．取得した（取得中である） 

⇒取得期間 □□□日 

３．取得していない  

１．働いていなかった 

２．取得した（取得中である） 

 ⇒取得期間 □□□日 

３．取得していない 
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問 30-1 問 30 で、「３」（取得していない）とお答えした方にお伺いします。その理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 
 

 

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった 

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．保育所（園）などに預けることができた 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 

９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、 

制度を利用する必要がなかった 

10．子育てや家事に専念するため退職した 

11．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）

12．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13．育児休業を取得できることを知らなかった 

14．その他 

 
問30-2 問30で母親が「２」（取得した（取得中である））に○をつけた方にお伺いします。育児休業取得後、

職場に復帰しましたか。（１つに○） 

１．育児休業取得後、職場に復帰した 

２．現在も育児休業中である 

３．育児休業中に離職した 

 
問30-3 問30-2で「１」（育児休業取得後、職場に復帰した）に○をつけた方にお伺いします。育児休業から

職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングでしたか？あるいはそれ以外でし

たか。（１つに○） 

1．年度初めの入所に合わせたタイミングだった       ２．それ以外だった 

 
問30-4 問30-2で「１」（育児休業取得後、職場に復帰した）に○をつけた方にお伺いします。育児休業から

は、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。また、お勤め先の育児休業の

制度の期間内で、何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。数字でご記入ください。 

実際 □ 歳 □□ヶ月 
希望 □歳 □□ヶ月 

 
問30-5 問30-2で「１」（育児休業取得後、職場に復帰した）に○をつけた方にお伺いします。お勤め先に、

育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」としてはお子さんが何歳何カ月の

ときまで取りたかったですか。数字でご記入ください。 

□ 歳 □□ヶ月 

 
問30-6 問30-2で「２」（現在も育児休業中である）に○をつけた方にお伺いします。あて名のお子さんが 

１歳になったときに必ず預けられる事業があれば、１歳になるまで育児休業を取得しますか。または、

預けられる事業があっても1歳になる前に復帰しますか。（１つに○） 

１．１歳になるまで育児休業を取得したい    2．１歳になる前に復帰したい 

 
 

父親 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

母親 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

17



 
 

問30-7 問30-4で実際の復帰と希望が異なる方にお伺いします。希望の時期に職場復帰しなかった理由は何

ですか。（あてはまるものすべてに○） 

（１）「希望」より早く復帰した方  

１．希望する保育所に入るため ２．配偶者や家族の希望があったため 

３．経済的な理由で早く復帰する必要があったため    ４．人事異動の時期に合わせるため 

５．その他（                                  ） 

（２）「希望」より遅く復帰した方  

１．希望する保育所に入れなかったため    ２．自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

３．配偶者や家族の希望があったため     ４．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

５．子どもをみてくれる人がいなかったため 

６．その他（                                  ） 

 

問31 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。（1つに○） 

１．短時間勤務制度を利用した       ２．短時間勤務制度を利用しなかった 

 

問31-1 問31で「２」に○をつけた方にお伺いします。短時間勤務を利用しなかった理由はなんですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった 

３．短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる 

４．短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる 

５．配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 

６．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

７．子育てや家事に専念するため退職した 

８．職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

９．短時間勤務制度を利用できることを知らなかった 

１０．その他（                            ） 

 

 

10 最後に、妊娠・出産・子育て全般について、すべての方にお伺いします。   
 

問 32 あて名のお子さんの妊娠中に妊婦健康診査を受診しましたか。（１つに○） 

１．定期的に受診した         ２．だいたい受診した 

３．あまり受診しなかった       4．一度も受診しなかった 

 
問 32-1 問 32 で「３」または「４」に○をした方にお伺いします。理由は何ですか。（２つまでに○） 

１．仕事が忙しかった   ２．家事や育児で忙しかった    ３．施設が遠かった 

４．待ち時間が長かった  ５．料金が高かった        ６．順調だと自信があった 

７．きょうだい児を連れて行くのが大変だった   ８．その他（                    ） 

 

問 33 あて名のお子さんを出産したときに、希望する産科医療機関等で出産できましたか。（１つに○） 

１．希望する産科医療機関等で出産できた    ２．希望とちがった産科医療機関等で出産した 
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問 33-1 問 33 で「２」に○をした方にお伺いします。理由はなんですか。（１つに○） 

１．分娩予約がいっぱいだった       ２．分娩を取り扱っていなかった 

３．里帰り出産を受け付けていなかった   ４．年齢や体調を理由に断られた 

５．その他（                             ） 

 
問 34 妊娠中や出産後に重要なサポートとはどのようなものだと思いますか。（３つまでに○） 

１．母親の健康面の相談          ２．赤ちゃんの育児相談 

３．助産師・保健師等の家庭訪問     ４．家事や赤ちゃんの沐浴などのヘルパー 

５．子育て中の人同士の交流       ６．子育て経験者から気軽に話を聞ける場や機会の提供 

７．父親向けの育児講座         ８．行政による子育て情報の提供 

９．育児方法を習得する機会      １０．助産所での短期入所等による産後のケア 

１１．特にない             １２．その他（                 ） 

 
問 35 現在、お子さんの子育て（教育を含む）について、気軽に相談できる人はだれですか。（あてはまるも

のすべてに○） 

１．祖父母等の親族  ２．友人や知人      

３．近所の人  ４．地域の子育て支援施設のスタッフ 

5．区役所の職員（保健師、助産師等）  ６．幼稚園、保育所等の先生 

７．民生委員・児童委員  ８．かかりつけの医師 

９．特にいない               １０．その他（              ）  

 

問 36 現在、子育てに対する周囲からの支え（育児の手伝い）がありますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．日常的に、祖父母等の親族による支えがある 

２．緊急時もしくは用事の際には、祖父母等の親族による支えがある 

３．日常的に、友人・知人・近所の人による支えがある 

４．緊急時もしくは用事の際には、友人・知人・近所の人による支えがある 

5．いずれもいない 

 

問 37 現在、あて名のお子さんを預かってもらえる親族・知人はいますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．日常的に、祖父母等の親族に預かってもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には、祖父母等の親族に預かってもらえる 

３．日常的に、子どもを預けられる友人・知人・近所の人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には、子どもを預けられる友人・知人・近所の人がいる 

5．いずれもいない 
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問 37-1 問 37 で「１」または「２」に○をつけた方にお伺いします。祖父母等の親族に預かってもらって

いる状況についてお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

１．祖父母等の親族が子どもを預かることについては、特に問題はない 

２．祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である 

３．祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

4．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

5．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                       ） 

 

問 37-2 問 37 で「３」または「４」に○をつけた方にお伺いします。友人・知人に預かってもらっている

状況についてお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

１．友人・知人に預かってもらうことについては、特に問題はない 

２．友人・知人の身体的負担が大きく心配である 

３．友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

4．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

5．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                       ） 

 

問 38 日常の子育てを楽しく、安心して行うために必要な次のサポートで、重要だと思うものはどれですか。

（３つまでに○） 

１．子育てについての講座             ２． 子どもを遊ばせる場や機会の提供 

３．子どもの発育や幼児教育のプログラムの提供  ４．子どもの病気や障害についての相談 

５．親の不安や悩みの相談            ６．子育て中の親同士の仲間づくり 

７．親のリフレッシュの場や機会の提供      ８．父親向けの育児講座など 

９．行政による子育て情報の提供        １０．特にない 

１１．その他（                          ） 

 

問 39 妊娠中から現在までで、子育てについて、不安を感じたり自信が持てなくなることがありますか。（そ

れぞれ１つに○） 

妊娠中 １．よくあった ２．時々あった ３．ほとんどなかった ４．なかった 

出産後、半年くらいの間 １．よくあった ２．時々あった ３．ほとんどなかった ４．なかった 

現在 １．よくある  ２．時々ある  ３．ほとんどない   ４．ない 

 

問 40 現在、子育てで負担に思うことは何ですか。（３つまでに○） 

 １．子育てによる身体の疲れが大きい    ２．子育てによる精神の疲れが大きい 

 ３．子育てで出費がかさむ         ４．子どもから目が離せないので気が休まらない 

 ５．子どもと過ごす時間が十分持てない   ６．仕事が十分に出来ない 

 ７．夫婦で楽しむ時間がない        ８．自分の自由な時間が持てない 

 ９．その他（            ） １０．特にない 
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問 41 現在、子育てをしていて感じている悩みは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 １．子どもの食生活   ２．子どもとの過ごし方・遊び方  ３．子どもの健康 

 ４．子どもの発育    ５．夫婦の関係          ６．親族との関係 

 ７．近所とのつきあい  ８．親同士のつきあい       ９．自分の健康 

１０．家族の健康    １１．社会との関わりが少ないこと 

１２．その他（                    ） １３．特にない 

 

問 42 現在、子育てをしていて、楽しさと大変さのどちらを感じることが多いですか。（１つに○） 

１．楽しさを感じることが多い    ２．どちらかといえば楽しさを感じることが多い 

３．楽しさと大変さを同等に感じる  4．どちらかといえば大変さを感じることが多い 

５．大変さを感じることが多い 

 
問 43 子どもを育てている現在の生活に満足していますか。（１つに○） 

１．満足している          ２．どちらかといえば満足している  

３．どちらともいえない       4．どちらかといえば満足していない 

５．満足していない 

 

問 44 これまでで、子育てをしてよかったこと、うれしかったことは何ですか。（３つまでに○） 

１．子どもを持つ喜びが実感できたこと    ２．子どもの成長 

３．子育てを通じて自分も成長できたこと  ４．配偶者との関係がよくなったこと 

５．家族間の会話が増えたこと            ６．家庭が明るくなったこと 

７．子育てを通じ友人が増えたこと        ８．自分の親への感謝の念が生まれたこと 

９．その他（            ） １０．特にない 

 

問 45 最後に、教育・保育、地域の子育て支援など、子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、

ご自由にご記入ください。 

  

  

  

  

  

  

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

切手は貼らずに同封の封筒に入れ、ご投函ください。 
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１ 封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についてお伺いします。       
 

問１ お住まいの区はどこですか。（1 つに○） 

１．青葉区   ２．旭区   ３．泉区   ４．磯子区     ５．神奈川区   ６．金沢区 

７．港南区   ８．港北区  ９．栄区   10．瀬谷区     11．都筑区    12．鶴見区 

13．戸塚区    14．中区    15．西区    16．保土ケ谷区   17．緑区        18．南区 

 

問２  あて名のお子さんが通っている学校の名前をご記入ください。 

                         学校 

 

問３ あて名のお子さんの学年をお伺いします。 

 １．１年生   ２．２年生   ３．３年生   ４．４年生   ５．５年生   ６．６年生 

 

問４ あて名のお子さんを含めたお子さんの人数をお伺いします。また、一番下の子の年齢（平成２５年４月

１日現在）をお伺いします。 

 お子さんの人数 □人   一番下の子の年齢 □□歳 

 

問５ アンケートにお答えいただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係です。 

１．父親           ２．母親           ３．その他（        ） 

 

問６ 父親、母親の年齢（平成２５年４月１日現在の年齢）をお伺いします。 

※ひとり親家庭の場合は、養育している親の年齢のみ記入してください。 

父親 □□歳   母親 □□歳 

 

問７ 世帯の年収をお伺いします。（１つに○） 

１．～200 万円    ２．200～300 万円   ３．300～400 万円  4．400～500 万円 

５．500～700 万円   ６．700～1,000 万円  ７．1,000 万円以上 
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２ あて名のお子さんの保護者の就労状況についてお伺いします。         

 

問８ 父親の就労状況（自営業及びその家族従事者含む）をお伺いします（１つに○）。 

★ 母子家庭の場合、記入は不要です。問９へ進んでください ★  

１． 就労している -------------------------------→ 問８-1 へ進んでください 

２． 以前は就労していたが、現在は就労していない -→ 問８-2 と問８-3 へ進んでください 

３． これまで就労したことがない -----------------→ 問８-3 へ進んでください 

 

問８-1  問８で「１．就労している」に○をつけた方にお伺いします。 「１週当たりの就労日数」と 

「１日当たりの就労時間（残業時間を含む）」、「家を出る時間」、「帰宅時間」をご記入ください。 

※ 就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。 

※ 産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

  １週当たりの就労日数 □日   １日当たりの就労時間 □□時間 

【時間は必ず２４時間制（例：１８時）でご記入ください。】 

  家を出る時間 □□時□□分   帰宅時間 □□時□□分  

         

 ★ 問８-1 をご回答いただいた後は、問９へ進んでください ★ 

 

問８-2 問８で、「２．以前は就労していたが、現在は就労していない」に○をつけた方にお伺いします。仕

事を辞められた時期をお伺いします。（１つに○） 

１． 結婚した時     ２．  子どもが生まれた時    ３．  子どもが小学校へ入学した時

４． 転居した時    ５．  その他  

 

問８-3  問８で、「２．以前は就労していたが、現在は就労していない」または「３．これまで就労したこと

がない」に○をつけた方にお伺いします。 就労希望または就労見込みはありますか。（１つに○） 

１．半年以内に就労する見込みがある 

    →仕事を始めた後、あて名のお子さんは放課後の時間をどのような場所で過ごしますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

    １．自宅  ２．祖父母宅や友人・知人宅  ３．習い事 ４．はまっ子ふれあいスクール  

５．放課後キッズクラブ ６．放課後児童クラブ  ７．企業等が運営する学童保育 

８．障害児通所支援事業（放課後等デイサービス） ９．その他 

（※ 各事業の内容については、別紙を参照してください。）     

 ２．就労希望があるが、時間や場所等の条件の合う仕事が見つからない 

 ３．就労希望があるが、子どもを預ける場所が見つからない 

４．子どもが大きくなったら就労したい 

 ５．就労希望はない 
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問９ 母親の就労状況（自営業及びその家族従事者含む）をお伺いします。（１つに○） 

★ 父子家庭の場合、記入は不要です。問10へ進んでください ★ 

１． 就労している -------------------------------→ 問９-1 へ進んでください 

２． 以前は就労していたが、現在は就労していない -→ 問９-2 と問９-3 へ進んでください 

３． これまで就労したことがない -----------------→ 問９-3 へ進んでください 

 

問９-1  問９で「１．就労している」に○をつけた方にお伺いします。 「１週当たりの就労日数」と「１

日当たりの就労時間（残業時間を含む）」、「家を出る時間」、「帰宅時間」をご記入ください。 

※ 就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。 

※ 産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

  １週当たりの就労日数 □日   １日当たりの就労時間 □□時間 

【時間は必ず２４時間制（例：１８時）でご記入ください。】 

  家を出る時間 □□時□□分   帰宅時間 □□時□□分  

     

 ★ 問９-1 をご回答いただいた後は、問 10 へ進んでください ★            

 

問９-2 問９で、「２．以前は就労していたが、現在は就労していない」に○をつけた方にお伺いします。仕

事を辞められた時期をお答えください。（１つに○） 

１． 結婚した時     ２．  子どもが生まれた時   ３．  子どもが小学校へ入学した時

４． 転居した時    ５．  その他  

 

問９-3  問９で、「２．以前は就労していたが、現在は就労していない」または「３．これまで就労したこと

がない」に○をつけた方にお伺いします。 就労希望または就労見込みはありますか。（１つに○）  

１．半年以内に就労する見込みがある 

    →仕事を始めた後、あて名のお子さんは放課後の時間をどのような場所で過ごしますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

    １．自宅  ２．祖父母宅や友人・知人宅  ３．習い事 ４．はまっ子ふれあいスクール  

５．放課後キッズクラブ ６．放課後児童クラブ  ７．企業等が運営する学童保育 

８．障害児通所支援事業（放課後等デイサービス） ９．その他 

（※ 各事業の内容については、別紙を参照してください。）      

 ２．就労希望があるが、時間や場所等の条件の合う仕事が見つからない 

 ３．就労希望があるが、子どもを預ける場所が見つからない 

４．子どもが大きくなったら就労したい 

 ５．就労希望はない 
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３ あて名のお子さんの放課後の過ごし方についてお伺いします。         
 

問 10  放課後の事業に関する情報を、どこから入手していますか。（あてはまるものすべてに○） 

 １．学校  ２．市や区の窓口・電話 

３．市や区が配付するパンフレットやチラシ等 ４．放課後児童クラブのチラシや説明会等 

５．知人・友人                              ６．インターネット 

７．その他（              ） ８．どこに聞けばよいかわからない 

 

問 11  次の放課後事業を利用していますか。（あてはまるものすべてに○）※各事業の内容については、別紙

を参照してください。なお、複数の事業を利用している方は、問 12 以降の利用事業について、ご回答をお

願いします。 

 １．放課後キッズクラブ（以下、キッズ） --------------→（問 12 へ進んでください）  

２．はまっ子ふれあいスクール（以下、はまっ子）--------→（問 19 へ進んでください） 

３．放課後児童クラブ（以下、学童クラブ）--------------→（問 26 へ進んでください） 

４．企業等が運営している学童保育 ---------------------→（問 33 へ進んでください） 

５．障害児通所支援事業(放課後等デイサービス事業)----- -→（問 36 へ進んでください） 

６．１～６のいずれも利用していない ------------------→（問 11-1 進んでください） 

 

問 11-1  問 11 で６．「いずれも利用していない」を選ばれた方に伺います。 

① これらの事業を利用しない理由は以下のうちどれですか（２つまで○）。 

１． 預けたいが、通っている学校にキッズがない 

２． 預けたいが、子どもが通える範囲に学童クラブがない 

３． 預けたいが、経済的な理由で学童クラブを利用できない 

４． 児童が帰宅する時間に、保護者が自宅にいる 

５． 祖父母宅や知人・友人宅で過ごせる 

６． 放課後の短時間なら子どもだけで過ごしても大丈夫だと思う 

７． 習い事や学習塾に通っている 

８． 横浜子育てサポートシステム（※内容は別紙参照）を利用している 

９． 障害児通所支援事業（放課後等デイサービス事業所）の定員がいっぱいだから 

１０． 障害児通所支援事業（放課後等デイサービス事業所）への送迎サービスが利用できないから 

１１． 障害児の居場所づくり事業（※内容は別紙参照）を利用しているから 

１２． 子どもが行きたがらないから 

１３． その他 （                                   ） 

 

② 現在は利用していないが、利用したい事業があれば、主な事業１つに○をしてください。 

１． キッズ-------------------------------------------→（次の③へ進んでください）   

２． はまっ子-----------------------------------------→（次の③へ進んでください）  

３． 学童クラブ---------------------------------------→（次の③へ進んでください）  

４．企業等が運営する学童保育-------------------------→（次の③へ進んでください）  

５．障害児通所支援事業（放課後等デイサービス事業所）-→（問 43 へ進んでください）   

６．１～５のいずれも利用希望はない-------------------→（問 44 へ進んでください）  

    ※ 各事業の利用には原則として利用料金が発生します。詳細は別紙を参照してください。 

 

③ ②で選択した事業を利用希望する日数および時間を記入してください。 

週 □日ぐらい    □□時□□分まで （２４時間制でご記入ください） 

★問 11-1③をご回答いただいた後は、

問 44 へ進んでください ★ 4



 
 

キッズを利用している方にお伺いします。 

 

問 12 キッズの利用日数はどれくらいですか。また土曜日の利用はありますか。 

  週 □日ぐらい  →うち、土曜日の利用   １．ある   ２．ない   

 

問 13 キッズは何時まで利用していますか。また、希望としては何時まで利用したいですか。 

（時間は必ず 24 時間制（例：18 時）でご記入ください。） 

【現在の利用時間】  

□□時□□分まで  →土曜日利用している場合は、□□時□□分まで 

【希望する利用時間】 

□□時□□分まで  →土曜日利用を希望の場合は、□□時□□分まで 

 

問 14 キッズを利用している理由は何ですか。（２つまで○） 

１．近所に遊ぶ場所がないから         ２．友だちと遊ばせたいから 

３．活動内容が充実しているから            ４．学年の違う友だちができるから      

５．安全に放課後を過ごせるから        ６．就労などで保護者が家庭にいないから    

７．利用料が安価だから                       ８．近くに学童クラブがないから 

９．障害児通所支援事業（放課後等デイサービス事業所）が利用できないから 

（→9．を選択した方は、 問 43 も回答してください） 

10．子どもが行きたいというから 

11．そ の 他（                                   ） 

 

問 15  キッズを 17 時以降も利用していますか。（１つに○） 

１．利用している ------------------------------- （問 15-1 へ進んでください）       

２．今は利用していないが、今後は利用したい------ （問 15-1 へ進んでください）   

３．利用していない。また今後の利用予定もない---- （問 16 へ進んでください）  

 

問 15-1   問 15 で１．または２．を選択した方にお伺いします。17 時以降の利用料の金額について、どのよ

うに感じますか。（１つに○）また、いくらぐらいを希望しますか。 

【月額 5,000 円について】 

１．高い     ２．やや高い   ３．普通   ４．やや低い  ５．低い  ６．わからない

 

いくらぐらいを希望しますか → 月額（     ）円 

【１回 800 円について】 

１．高い     ２．やや高い   ３．普通   ４．やや低い  ５．低い  ６．わからない

 

いくらぐらいを希望しますか → 1 回あたり（     ）円 

 

 

5



 
 

問 16 キッズに参加して、お子さんは変わりましたか。（２つまで○） 

１．友だちが増えた              ２．学校へ行くのが楽しくなった 

３．ゲーム（テレビ・携帯型）で遊ぶことが   ４．地域の大人の人と挨拶するようになった 

  少なくなった 

５．地域の行事に参加するようになった     ６．家でゴロゴロと過ごすことがなくなった 

７．お家の人とキッズのことを話したり、    ８．変わらない 

  一緒に参加するようになった 

９．わからない                10. その他（            ） 

 

問 17 キッズを利用して、保護者から見て満足していますか。 

１．満足     ２．やや満足    ３．普通    ４．やや不満    ５．不満 

 

問 18 キッズに今後望むことは何ですか。（３つまで○） 

１．プログラムの充実     ２．スタッフの体制の充実   ３．ボランティアの協力拡大   

４．施設の充実        ５．保護者との連携強化    ６．学校との連携強化 

７．地域との連携強化     ８．保護者の負担軽減     ９．実施時間の延長   

10. 児童の安全確保     11. おやつの充実       12. たより等の充実 

13. その他（                     ） 14. 特になし 

 
  ★ 学童クラブも利用している方----―――---------- （問 26 へ進んでください）    

★ 企業等が運営する学童保育も利用している方------ （問 33 へ進んでください） 

★ 障害児通所支援事業（放課後等デイサービス）も利用している方 

----- （問 36 へ進んでください） 

  ★  障害児通所支援事業（放課後等デイサービス）を利用していないが、 

利用希望がある方----------------------------- （問 43 へ進んでください） 

★ 上記以外の方--------------------------------- （問 44 へ進んでください） 

 

 

 

はまっ子を利用している方にお伺いします。 

 

問 19  はまっ子の利用日数はどれくらいですか。また土曜日の利用はありますか。 

  週 □日ぐらい  →うち、土曜日の利用   １．ある   ２．ない   

 

問 20 はまっ子は何時まで利用していますか。 

  【時間は必ず２４時間制（例：１８時）でご記入ください。】 

□□時□□分まで  →土曜日利用している場合は、□□時□□分まで  
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問 21 はまっ子を利用している理由は何ですか。（２つまで○） 

１．近所に遊ぶ場所がないから         ２．友だちと遊ばせたいから 

３．活動内容が充実しているから                ４．学年の違う友だちができるから        

５．安全に放課後を過ごせるから                ６．就労などで保護者が家庭にいないから    

７．利用料がかからないから                    ８．近くに学童クラブがないから        

９．障害児通所支援事業（放課後等デイサービス事業所）を利用できないから 

（→９．を選択した方は、 問 43 も回答してください） 

  10．子どもが行きたいというから  

11．その他（                                                           ） 

 

問 22 はまっ子がキッズに移行した際は、17 時以降は利用料（月額 5,000 円または１回 800 円）とおやつ代（実

費）がかかり、保護者のお迎えが必要になりますが、17 時以降の利用を希望しますか（１つに○）。

また、定期的に利用したい場合は何時まで利用を希望しますか。（24 時間制で記入してください。） 

１．定期的に利用したい -------------------------------------→
２．通常は利用しないが、緊急時だけスポット利用する可能性がある 

３．利用予定はない  

□□時□□分まで

 

 

問 23 はまっ子に参加して、お子さんは変わりましたか。（２つまで○） 

１．友だちが増えた              ２．学校へ行くのが楽しくなった 

３．ゲーム（テレビ・携帯型）で遊ぶことが   ４．地域の大人の人と挨拶するようになった 

  少なくなった 

５．地域の行事に参加するようになった     ６．家でゴロゴロと過ごすことがなくなった 

７．お家の人とはまっ子のことを話したり、   ８．変わらない 

  一緒に参加するようになった 

９．わからない                10. その他（            ） 

 

問 24 はまっ子を利用して、保護者から見て満足していますか。 

１．満足      ２．やや満足     ３．普通     ４．やや不満    ５．不満 

 

問 25 はまっ子に今後望むことは何ですか。（３つまで○） 

１．プログラムの充実     ２．スタッフの体制の充実   ３．ボランティアの協力拡大   

４．施設の充実        ５．保護者との連携強化    ６．学校との連携強化 

７．地域との連携強化     ８．保護者の負担軽減      ９．実施時間の延長   

10. 児童の安全確保     11. キッズへの移行      12. たより等の充実 

13. その他（                     ） 14. 特になし 

 

★ 学童クラブも利用している方-------------------- （問 26 へ進んでください）    

★ 企業等が運営する学童保育も利用している方------ （問 33 へ進んでください） 

★ 障害児通所支援事業（放課後等デイサービス）も利用している方 

---- （問 36 へ進んでください） 

  ★ 障害児通所支援事業（放課後等デイサービス）を利用していないが、 

利用希望がある方----------------------------- （問 43 へ進んでください） 

★ 上記以外の方--------------------------------- （問 44 へ進んでください） 
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学童クラブを利用している方にお伺いします。 

 

問 26  学童クラブの利用日数はどれくらいですか。また土曜日の利用はありますか。  

  週 □日ぐらい  →うち、土曜日の利用   １．ある   ２．ない   

 

問 27  学童クラブは何時まで利用していますか。また、希望としては何時まで利用したいですか。 

（時間は必ず 24 時間制（例：18 時）でご記入ください。） 

【現在の利用時間】  

□□時□□分まで  →土曜日利用している場合は、□□時□□分まで 

【希望する利用時間】 

□□時□□分まで  →土曜日利用を希望の場合は、□□時□□分まで 

 

問 28  現在の学童クラブを選んでいる理由は何ですか。（２つまで○） 

１．預けていると安心だから          ２．充実した時間が過ごせる場だから 

３．迎えに行きやすい場所にあるから      ４．夜遅くまで預けることができるから 

５．いつも同じ友だちと遊べるから       ６．学校にキッズがないから          

７．障害児通所支援事業（放課後等デイサービス）が利用できないから 

（→７．を選択した方は、 問 43 も回答してください） 

８．子どもが行きたいというから 

９．その他（                                   ） 

 

問29  現在利用している学童クラブの利用料について、どのようにお考えですか。 

１．高い     ２．やや高い   ３．普通   ４．やや低い  ５．低い  ６．わからない 

 

問 30 学童クラブを利用して、お子さんは変わりましたか。（２つまで○） 

１．友だちが増えた               ２．学校へ行くのが楽しくなった 

３．ゲーム（テレビ・携帯型）で遊ぶことが    ４．地域の大人の人と挨拶するようになった 

  少なくなった 

５．地域の行事に参加するようになった      ６．家でゴロゴロと過ごすことがなくなった 

７．お家の人と「学童クラブ」のことを話したり、 ８．変わらない 

  一緒に参加するようになった 

９．わからない                10. その他（            ） 

 
 

問 31 学童クラブを利用して、保護者から見て満足していますか。 

１．満足     ２．やや満足    ３．普通    ４．やや不満    ５．不満 
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問 32 学童クラブに今後望むことは何ですか。（３つまで○） 

１．過ごし方の充実     ２．指導員の体制の充実     ３．ボランティアの協力拡大   

４．施設の充実       ５．保護者との連携強化      ６．学校との連携強化 

７．地域との連携強化    ８．保護者の負担軽減（運営等）  ９．実施時間の延長   

10. 児童の安全確保    11. おやつの充実        12. たより等の充実 

13. その他（                     ） 14. 特になし 

 

★ 企業等が運営する学童保育も利用している方------- （問 33 へ進んでください） 

★ 障害児通所支援事業（放課後等デイサービス）も利用している方 

---- （問 36 へ進んでください） 

  ★ 障害児通所支援事業（放課後等デイサービス）を利用していないが、 

利用希望がある方----------------------------- （問 43 へ進んでください） 

★ 上記以外の方--------------------------------- （問 44 へ進んでください） 

 

企業等が運営する学童保育（以下「学童保育」）を利用している方にお伺いします。 

 

問 33  学童保育の利用日数はどれくらいですか。また土曜日の利用はありますか。  

  週 □日ぐらい  →うち、土曜日の利用   １．ある   ２．ない   

 

問 34 学童保育は何時まで利用していますか。 

（時間は必ず 24 時間制（例：18 時）でご記入ください。） 

【現在の利用時間】  

□□時□□分まで  →土曜日利用している場合は、□□時□□分まで 

 

問 35  現在の学童保育を選んでいる理由は何ですか。（２つまで○） 

１．預けていると安心だから          ２．充実した時間が過ごせる場だから 

３．迎えに行きやすい場所にあるから      ４．夜遅くまで預けることができるから 

５．送迎サービスがあるから          ６．学校にキッズがないから          

７．近くに学童クラブがないから        ８．子どもが行きたいというから 

９．その他（                ） 

 

 

★ 障害児通所支援事業（放課後等デイサービス）も利用している方 

---- （問 36 へ進んでください） 

   ★ 障害児通所支援事業（放課後等デイサービス）を利用していないが、 

利用希望がある方----------------------------- （問 43 へ進んでください） 

★ 上記以外の方--------------------------------- （問 44 へ進んでください） 
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障害児通所支援事業（以下、放課後等デイサービス）を利用している方にお伺いします。 

 

問 36  放課後等デイサービスの利用日数はどれくらいですか。また、土曜日の利用はありますか。 

希望としてはどのくらい利用したいですか。 

  現状            週 □日ぐらい  →うち、土曜日の利用   １．ある   ２．ない   

希望      週 □日ぐらい    →うち、土曜日の利用   １．ある   ２．ない 

  

問 37 放課後等デイサービスは、何時まで利用していますか。また、希望としては何時まで利用したいですか。

【時間は必ず２４時間制（例：１８時）でご記入ください。】 

現状 

□□時□□分まで  →土曜日利用している場合は、□□時□□分まで

希望 

□□時□□分まで  →土曜日利用を希望の場合は、□□時□□分まで 

 

問 38  放課後等デイサービスを利用している理由は何ですか。（２つまで○） 

１．就労などで保護者が家庭にいないから  ２．はまっ子、キッズが利用できないから 

３．学童クラブが利用できないから     ４．預けていると安心だから 

５．活動内容が充実しているから      ６．友だちと遊べるから

7．療育を受けることができるから           8．迎えに行きやすい場所にあるから     

9．遅くまで預けることができるから    10．親がきょうだい児と過ごす時間がとれるから      

11.その他（            ） 

 

問 39 放課後等デイサービスを利用して、お子さんは変わりましたか。（２つまで○） 

１．友だちが増えた               ２．学校へ行くのが楽しくなった 

３．ゲーム（テレビ・携帯型）で遊ぶことが    ４．安定して過ごせるようになった 

  少なくなった 

５．自分でできることが増えた          ６．家でゴロゴロと過ごすことがなくなった 

７．体力がついてきた              ８．変わらない 

９．わからない                 10. その他（            ） 

 

問 40 放課後等デイサービスを利用して、保護者から見て満足していますか。 

１．満足     ２．やや満足    ３．普通    ４．やや不満    ５．不満 

 

問 41 放課後等デイサービスに今後望むことは何ですか。（３つまで○） 

１．療育プログラムの充実  ２．指導員の体制の充実     ３．指導員の技能の向上   

４．ボランティアの協力拡大 ５．設備の充実          ６．保護者との連携強化      

７．学校との連携強化    8．地域との連携強化          9．実施時間の延長   

10. 送迎サービスの充実  11. 児童の安全確保         12. おやつの充実 

1３. たより等の充実       14. その他（       ）  15. 特になし 
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問42  放課後等デイサービス以外に利用しているサービスについてお答えください。（複数回答可） 

１．障害児の居場所づくり事業      ２．地域活動ホームの一時ケア事業 

３．日中一時支援事業          ４．その他（            ） 

 

★ 問42をご回答いただいた後は、問44へ進んでください ★ 

 

障害児通所支援事業（放課後等デイサービス事業）の利用希望があるけれど、現状、利用していない  

方にお伺いします。（問 11-1②で 5、問 14 で 10、問 21 で 10、問 28 で 7 と答えた方）       
 

問 43  障害児通所支援事業（放課後等デイサービス事業）のご利用希望を伺います。週あたりどのくらい利

用したいですか。また、何時まで利用したいですか。 

【時間は必ず２４時間制（例：１８時）でご記入ください。】 

週 □日ぐらい   →うち、土曜日の利用希望    １．ある   ２．ない 

□□時□□分まで  →土曜日利用を希望の場合は、□□時□□分まで 
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４ あて名のお子さんの障害、発達の状況についてお伺いします。      

 

問 44 これまでこどもの発達に関して、何らかの医師の診断を受けたことはありますか。 

１． はい ------->（問 45 へ進んでください）   

２． いいえ------->（問 47 へ進んでください） 

 

問 45 それはどんな診断ですか。（複数回答可） 

１．身体障害※１              ２．知的な遅れ 

３．発達障害※２              ４．その他※３ 

※１ 身体障害とは…視覚障害、 聴覚障害・平衡機能障害、 音声・言語障害（咀嚼障害を含む）、肢体不自由、

心臓・腎臓等の内部障害の 5 種類に関する診断が該当します。 

（診断の結果、身体障害者手帳を所有している方が該当します。） 

※２ 発達障害とは…自閉症、アスペルガー症候群、学習障害、注意欠陥多動性障害、その他の広汎性発達障

害の診断が該当します。 

※３ その他とは…「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法）」に

定める難病等の診断が該当します。 

    

 

問 46 お子さんの発達、障害について相談している地域の相談機関はどちらですか。（複数回答可） 

１．区福祉保健センター   ２．児童相談所       ３．地域療育センター    

４．地域活動ホーム     ５．学校         ６．かかりつけの医師     

７．その他 
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５ 最後に、子育て全般について、すべての方にお伺いします。          
 
問 47 あて名のお子さんは、小学校入学前は主にどのような教育・保育事業を利用していましたか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．幼稚園          ２．横浜市認定の幼稚園の預かり保育 

３．認可保育所・公立保育所  4．認定こども園   ５．家庭的保育   ６．横浜保育室 

７．その他認可外の保育施設  ８．その他（              ）９．利用していない 

 

問 48 子育てをしていて、地域社会から見守られている、支えられていると感じますか。（１つに○） 

 １．そう感じる              ２．どちらかといえばそう感じる 

 ３．どちらともいえない          ４．どちらかといえばそう感じない 

 ５．そう感じない 

 

問 49 普段、近所の人とどのようなつきあい方をしていますか。（１つに○） 

 １．困ったとき相談したり、助け合ったりする    ２．気のあった人と親しくしている 

 ３．たまに立ち話ぐらいはする           ４．会えばあいさつぐらいはする 

 ５．顔もよく知らない 

 

問 50 子育てについて、気軽に相談できる人はどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．祖父母等の親族  ２．友人や知人      

３．近所の人  ４．地域の子育て支援施設のスタッフ 

5．区役所の職員  ６．幼稚園、保育所等の先生 

７．民生委員・児童委員  ８．かかりつけの医師 

９．特にいない               １０．その他（              ） 

 

問 51 あなたは、子どもを育てている現在の生活に満足していますか。（１つに○） 

１．満足している          ２．どちらかといえば満足している  

３．どちらともいえない       4．どちらかといえば満足していない 

５．満足していない 

 
問 52 最後に、放課後施策や子育て支援に関してご意見がございましたら、ご自由にご記入ください。 

  

  

  

  

  

  

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

切手は貼らずに同封の封筒に入れ、ご投函ください。 
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